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Abstract 
'1'his tl!esis i8 foundam巴lltal studies， in which thc author compareclヲ
discussedフ呂ndmade clear the exact differ巴nces of various theoretical 
clefl巴ctionsand physical experimental deflections of beam， and by which 
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今 3 第2図に於ては，軸力が作用するから Eの代りに Kを用いる。
K=E十24(1十ム) (3) 












CR1X-A4〕=0・…・・ ・0三x;三ぬめ;2 KI-" KIヤ
(6) 
d'y T.....]_ 1 
dx'一一iaY+瓦r{R2(l-x)-M2} =0・a，三x三1
〔
む〉式にLうて，T: 軸)~)]， R" R2:支点に於げる反力，M" M2 : 支点 ~Iこ於げる曲げもーめ
んと， f~t EilJ が îJ技量ーであるとし， T は z に関係なく一定であると仮定すると ， Ki工zに無関
係となる。そこで，微分、方程式の解は，次の如く示される。
、.、.R, •• M.，♂".--，_ _ i y=A，cと芳子A2c-""十一f-X--Y-…..・H ・.・H ・.u三立三二 ! 
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誌にt=J三Ef
A端ではj Xニ0，y=O; x=O， dy/dx= CJll 1 






A ← 1(1145-R1十TCjケ，)2T1; 
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R1 r_!__'_f-".. f"_"， q; ?をに，y=ーデ (co叫 x-1)-Trsi11め -1;0¥:)+ーす sinhEx......O;S;x三a，
叉，M，=号s凶 xー 恥s附ーrp，i;K.陥め 凶手σ1




.M，= 1;- t s 
反力ともーめんとの釣合条件より，R，十R2←P=O，
に於ては，slope並に援みグのAC.
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これより，T=-tl-{f:'ζwx+f;JE犯の) (14) 
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両端に， もーめんとの J酷かない場合は弐の如く誘導されるの lvl，= M2= 0とL，a，=εl， 
(l-a，) =(1ーのJとすれば，
P/2 _ Pl' 
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この場合の援:1;，.yは，次の如く表わされる。
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係数rt1，([2， ぬ等は，正弦虚i棋の最大縦 (C) 
線値を示し 1，2， 3等の数字は波の数














2 .J 0¥ dx' ! 
d2y π2πx 勾 π2 27tX π2 
(22)式より s d22=-dV281n J-322-p SIn J -G83217Sla-Jι (24) 
00 
EIゲー
(23)式は，これの2乗の償分であるから次のが得られるo V =-':if ぷ仰J 叫
或る弾性系が，釣合の位置から僅かに変位した場合には，位置のエネルギーの増は変位の聞に
作用した外力の仕事量に等しい。今，外力として 1個の荷重Pが左側支点から距離Cの位置に
n7tし (.n7tG ¥ 
働いたものとすれば，荷量的版位は，dωln ずで外力の仕事量は，d仇¥sin 1.; ~ ) P 
一方仇がdaiるだけ増した場合の歪ヱネルギ、ーの増は，
δV. EI7t' dV=.一一--dan==一f-li--n'andanであるa" 泊 213 111 lAI1!JILkLVIb "-0ノ
Ebr' ~， n7tC 2Pt" 1 故に -~::'iii----n'an = Psin一一一一一向=._.~_ • . --;~Sln一一一2l" ，. w" ~ ~-.. 1 -~." EI7t" 
このようにして， (22)式の係数を定めれば次式を得る。
2Pt" (. 7tC . 7tX ， 1 27tC 27tx ， ¥ 
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2Pt" ~ 1 _，仰「、>'.ょ1.---，一γsin':i' (27) 
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/. 1n:C ¥ ~， _ ~_ ， U. 
da，るであり，横力の仕事ddn(SII1 J一一)Pとの和かμ置のエネルギーの増即ち dVに等しい。
nn:C ， _ ". n:2 ， _ Eln:'， _. ， 故に， Psin 一一一 dan-T ~; 1 n'anda" = -~~，:~ ._~ n4a"dan， 2t'" -".._ 2ZS" - .
2Pt" 1 材 f
従ってα"ニ E[7i:4 • 二戸土Tli:\sm ヲ工 (30)
. ¥'. 'Eln:2) 
Tt2 ， "， .' 2Pi，" 1 ~!_~ nn:C 
縦荷重の値とその限界値との比をα-Eln2-とすれは.an二主張・れんの Sl11す三(31)
これを級数(22)に代入すれば次の如くなる。
2Pt" I 1 n:C. n:x 1 . 2n:C . 27(%， ¥ 
y= Ejn.~ f:t-aSll1 r sm i 十記ザーのsm-l--slil -~Z-~r' ") 
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y =允の挺子の軸となれる 2脚を結ぶ線と第3悶との距離 (cm)
S = S孔o一S丸0ι 初めと終りの読みの差(恥cm)とすれば， siM=3
脚光棋は，鏡の廻転角の 21&だけ傾くからtan2α=2



































t (cm) s (ωcm同)I w 匂ω)パ 1 (α凶cm叫) 
j旦ι誌り3 !一lム…d 一1守三竺竺1.4子ク5T一i空 仁壬し己(三三子λ日二〓二正;| 竺 1工二三三.576竺 0.43竺ιfLlJ 十一竺?
ヱ三己3梁 i l3別4拍_0_1 __ 0どf81 4の3臼 l 工とニ」一」と | 
第 2表梁の諸数値 (2)
401 
種別 IA (~m2) i E(kgjcm2)1 G芯古1-τ一寸 Iz (cmす「穴:27m
面五瓦I-O~20000- 2， 100，雨 830，000I 1. 50 1--0. ~;215;-'I- 0.12雨
白樫禦 10印 1邸4 1山一! 示。示i iF0 10 011125101268052 
E 孟 宗竹梁 Io.日86701 150，000 1 九∞o， 1. 50 i O.00)380 O. 1矧 425
(註) b…… 梁断面の幅 (cm)
t …… 禁断商の厚さ (cm) 
s ……深の長さ (cm)
W …… 梁 1個の重さ ( g ) 
J …・・支 間 (cm)
A ……断面積 (cm2)
E ..…弾性率 (kgjcm')
C …・・・ 勇断弾性係数 (kg!cm') 
k .…リ 勢断弾性補正係数








第 3表 (3)の軸張力 Tの計算表
T = ~2KI (kg) 
7f三ζζ1-プ亡士Eiご]一三;て;土vケ己士7二正巳E 二:二)一;τ7工τf 
鏑悶糾i直ι山1 阻豆盟到叩4引畑i Q •Q塑空型塑堕哩凹E堕堕塑凹里堕塑到空竺到雪引山|凹旦臼凹.01陛竺塑曾叫巳引九!同凶日白凶μ山|但川巳ν11|山旦2竺盟出2竺塑d空型d空dJ0 q∞ω山山脱仰96ω何?
0.2:0.0的39引16叩|旧0.0∞似O引19町58削|川0.0ω97沌82引1 10.21 0.26600 O. 01330 i 0.265671同 .2:0.2681010.0134100.2里282
1010 何回目m理 |010-3420-ohm山型川31・坦qpp!??j3582
10.4'0.0:51700.00308510.24ζ83 1，_1 0.4 1 O.4 し， 10.4欽~.ドー':.:: ~~J:. :~:~~:樫|; i 同:~-~ i~' :~:~-:!=.::~:: i~.~ i 0.5'0.062720.00313(，10.250931-10.到0.44310'0.02216io. 737191'10.510.4478010.022'39 ! 
(161) 
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九Ik ~foo J 









(1) ! 0.0104ラ1.0 0 お 0.1776 1.0 0 %! 0.1894' 1.0 0 % 
(2) 10.0104ラ1.0 0 % 0.1688 O. 950 ~ 5 %' 0.1802 i 0.952 - 4.8% 
(3) 0.01042 0.997 - 0.396 0.1648 0.929 - 7.196 0.1750 i 0.924 ー 7.69o
( 4) 百五百03 1. 055 + 5.5宅， O. 1 968 1. 108 十10.8;'16:-0.1998 1.054十ラ.4%
fラ) 10.01085 1.038，十 3.8% 0.19ラ 1.101 十10.1%10.1845: 0.975，ー 2.5% 
_(6)→! 0.01D29 D_.2担'.ー 1.6匂|0.!7i3 0-・965- 3.5矧 0.1213し旦三空o-36.0% 
」エムj0.00755: 0.7ぇι~.1342 i 0.756 孟と~.1103' 0.583 41.7劣
(註) (1)……単純梁の理論携度
(2)……軸長力を考慮せる超越函数に依り表示せられる理論挽度
(3)……紬張力を考慮せる三角級数に依、って表示せられる理論携度
(4)……両端単純支持状態に於ける実験捺度
(5)・…・軸張力T= 1.0kgを南側に作用せしめた場合の実験接受
(6)…… rau支点上に集中荷重w=O.里Okgある場合の実験挨度
(7)…・・・両支点ょに集中荷重W口 1.0kgある場合の実験擦度
(170) 
桁梁の捺み理論に関する基礎的研究 411 
第4表は，各種の理論援度と実験控J支の最大について比較せる結果を示せるものである。
V結論
控みに対する各種理論に依って計算せる結果と実験接度とを比較すればこの実験に関する限
り弐の事が云える。先づ最初に，各携度理論に依って求めた値の最大差を%で、表わして見ると
銅鉄弟で約3%，白樫梁で約9.5;;&，孟宗竹梁で約10%になる。次に，両端単純支持状態に於
ける実験主主度は，理論語度に比L，銅鉄梁にて約5.5，.13.0%，白樫梁にて約11.O~31. 0%， 
孟宗竹梁にて杭5.0-19.0;，&の増加を示して居る。即ち，実験接度は，理論援度に比べ材料によ
り多少の差はあるけれども，荷重の割合小さい範囲では平均約10~20%だけ大きい事となる。
叉，第 4表によっても明かな如く，最大捷変(中央荷重点捺度〉を比較すれば，実験撰度は理
論携茸に比べ，最大主鋼鉄梁にて，約6~6，白樫梁にて，約18;'&. 孟宗竹梁にて，約13%だ
け大きくなってレる。此の事柄は，現在用いられている桁や梁の捺度珪読む公式は，荷重の比較
的小さい範囲に於て，高さの薄い桁や梁に用いれば，危険聞にあり，注意を要する事となる。
又主主度に於て差があると云う事は，内部の応力状態も異って来る証拠であって，控度の基本理
論について，充分なる吟味と研究を要すると思う。種々考究せる結果について述べれば，次の
如くである。先づ材質により弾性率Eが変化するからではないかと考えて見たが，これに対し
ては，別個に9 時住率Eの物理学的実験を種々行って見たし，荷重も比較的小さいのであるか
ら，それが主なる原因ではないと考えられる。軸力の影響は本理論計算に於てさえ最大約8%で
相当大きく，この軸力の変化如何によっては携みに大きな影響を与えるものと思う。例えば負
の軸力即ち軸圧縮力が生ずれば携みは増大する理である。又深く考究せる結果， (1).軸力の
作用棋が必ずしも中立軸に一致するとは限らない事， (2)，桁梁の幅，高さなどの寸法の影響
を考慮しなければならない事， (3)，微少変位の影響を考え，控曲線の位置の変化と支聞の変
{立を考慮しなければならない事などに思い当った。次に，両支点上に集中荷量W=1.0kgが載
る場合の実験接度は，両支点上に集中荷重ない場合に比べ，恥20~45%の減少を見，この減少
率は，同支点上に載る荷重が増加すれば，鋼鉄の場合は増L.白樫の場合は一定直棋を示L，
孟宗竹の場合は逆に減って来る傾向がある。この問題については先づ，両支点上に載る荷重の
或程度の分布幅の影響，摩擦により生ずる軸力の影響，支点に於ける材料の圧縮の影響等考慮
して見たが， {liJれも多少の影響のある事は認めるが，その主なる原因ではなく，結局，支点に
於ける反力の移動のため生ずる負の曲げもーめんとの影響，支点に載る集中荷重の慣性力の影
響等が最も大きな原因である事に思い当った。以上述べた諸問題に対する原因の探究とその解
析，それによる新珂論の佐立などは，桁梁の読み理論に関する基礎的研究， (1I). (Dl)で次の機
会に論ずる事とする。(昭和31年4月27日〉
(171) 
